
吉備・陵南にある石碑を訪ねて – 312 –
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吉備町地内では最も大きく刻字も立派にして、道標としては代表的
なものである。上部に扇子を手に持って、その方向を示している浮彫り
が刻んである。標字のなかの星舎は秋、吉祥旦は目出たき暁とか、朝
の異称である。
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